
ブログにおける写真の撮り方 
 ～ブログ読者の心を掴む～ 

 
 

１）まずは「テーマ」を決める 
 「テーマ」を決めると次のことがはっきりする 
・「何を」撮るのか 

  ・「何処」で撮るのか 
・ 「どんな風に」撮るのか 
・  

 
２）「構図」が大切 
  ・見やすく、美しい写真を撮るために大切なのが「構図」 
  ・一番良い「構図」を探そう 

→高さ、場所を変えて対象物を見てみる 
  ・「背景」にも気を使おう 
  ・「不安感」を誘う、傾いだ写真 
・ 少しの工夫で、良い写真に変身 
 

 
３）余計なものは省こう 
  ・「見せたいもの」が何かをはっきりさせるために、必要なもの以外は構図の中に 
入れない 

  ・どうやって不必要なものを構図から省くか 
  ◆動かせるものは移動する 
◆ 撮影の角度で写らなくなるもの 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



わかりやすいブログを書くためには？ 
 

１）「ブログ」と「日記」との違い 
  ・ネットで「公開」し、誰でも見ることができる 
    ＝「読む人」がいる 
  ・「読む人」の立場から考えてみることが大切 
 
２）人はどんな「ブログ」を読んでいるか？ 
  ・閲覧者がブログを読む動機とは？ 
   ◆書き手が「友人」「知人」 
     →知りたいのは「近況」 
   ◆書き手が「有名人」読み手がファン 
     →知りたいのは「日常」 
◆書き手と読み手が「共通の趣味」読み手にとって「興味のある事柄」 

     →知りたいのは「情報」 
  ・あなたのブログを読む人はどんな人か？を考える 
   どんな人に読んでほしいのかも考える 
 
３）では、何を書けばいいか？ 
  ・テーマを設定してみる 
    最初のうちはなるべく細かく決めてみる 
    例）「自然」→「身の回りの」→「私の庭の」 
    週に 2日書くならテーマも２つ用意してみる 
  ・読む人のことを意識してテーマを設定する 
 
４）どんな風に書けばいいか？ 
  ・ブログにおける「良い文章」とは？ 
    ◆簡潔であること 
    ◆分かりやすいこと 
    ◆必ずしも文章だけで全てを伝える必要はない 
     →写真との併用を考える 
  ・写真と文章で表現する場合のポイント 
    ◆写真で分かる情報は文章では省く 
    ◆単語だけでも読み手には伝わる 
    ◆写真と言葉を組み合わせて様々な「感情」を伝えてみよう 


